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松川町の史跡 ・ 文化財等

田 原田山西光寺
9 町裏 H - 4  

当 山 "往古には●地 に あ っ た と 貫われて い る
が 草創については群らかでない． 現在の地に移
るの"、 , .世紀伊逐● "代穫女が八丁日讀を築
き 、 楡下町が成立 し た と き と 息われる．

江戸＂代 に 入 リ 、 正 ● 年 '·' " '" - ' "''
に火災に遺 う も 盲；9芯印が膏輿し 、 塩域を 整 え る．

心に「な、 本尊木追..比如来坐● （県指定重
●文化財） を安置する. .屠 , 0 年 '"'°' ..
棗大名よ リ ヨ山 に 迎 え ら れ た も の で、 平安峙代末
●に作られた漆笞づく リ の● し い木●である．

性「こ、 十一meー』" '室町峙代） 、 不動明王● 9元
禄詩代） ●を祀る． 頃内には． 色蕉の句綱、 八丁
9文化を代表する加葎紫明の句慎、 天明の大飢,.
の際の●を●っ た と い う 収骨.. "戸四代●刃の
行元式守●七の●、 ●●●●●● ●●●など、 多 天明大釘耳の収●●
く の古碑がある．

固 黒沼神社 （金沢）

9 宮ノ前 B-4 

●沼神社は県でも●少ない延喜式内社
で、 ●武● （ヤマ ト タ ケルノ ミ コ ト ） と 淳
中合太玉敷命 9 ヌ ナカ , , フ ト タ マ シ キ ノ
ミ コ ト） を 祭 神 と し て 酌 か ）合 ● 3 年
( , O B) に月峰よ リ現在地に遷座する． 明
冶紹新後、 村社に引せ られたが 綱社への
昇格を更溢し 、 ●,, ,. 年に郷社 と な っ た．

●礼"明治の人ぷ荘ーに よ り 4 月 3 日 （現
在 は 4 月 の姶一土 日 ） に な っ た．

羽山ごも り （ ヨ イ サア） 羽 山 こ も リ の神亭（広、 金八村を開拓 し た
先人たち が●●辛苦に 堪 え る た め、 羽山信
仰 を 取 リ 入れたもので '"●の " 月 " 日
か ら ' " 日 土 で の " 闇行われて いる· ''"
舅子が別火と水垢●を 恥 っ て● リ ● に こ も
リ 、 羽山の山上で翌年 1 年の ご託宣を受［ナ

祭9●納す旦 宕
言ミ

目 三島明神
9 三島 C- 1 

... , 員,,●9 ←  
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字綸台氾濾はこれまでに 2 度の発●●査が行われ
て い る ． 逍蒼の給県、 約 , ,oo 年酌の縄文吟代豹●
と約 +.000,前の縄文四代中剛にム ラ が奮 9 れてい
た●が分かった． ム ラ " 日 当 た り の よ い●揖国で丘
．頂上付近の半 ら な と こ うで見つかっている．

約 ,.,oo 年約の縄文峙代酌期の竪穴伍""長 さ 4
m 、 頓 > m と 、 長 さ Wm 、 ● ,mの 2 種頂が見つかっ
て い る ． 約 +000 年粕の●'"に＋期のムラ " ' "
の竪穴住と出の溶と し穴が兄つかっている．

現在は、 遣●内の道路に し だ れ桜を塩穀し 、 l右
●台の しだれ桜萱木」 と して●●されている ．

E〗 愛宕舘跡 ・ 至石神社

9 山際 C- 1

道路から <Omほ ど杉木立の中 を ● も と 「●"」
の●のかかった烏届が見えて く か さ ら に ,Om先
にお社が現れる. .神［ま倉●●● rゥ,,, ミ タ マ
ノ ミ コ ト） . .  綺、 勧請年月●"不詳であ る が、 ．ヒ
遠谷地屋●の氏子に よ リ 祭1Lが行なわれて さ た．

社殿の●リの石仏に"宝尼 " 年 , , ,.,, と紀
鷲されてい る石仏も見られる ．

ま た、 近 く には中遠谷●●●の秘勘"社があ リ
・石百庚●など多 く の胃が凡られる．
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ガイ ドマ ッ ブ掲戦の史跡 → 文化財等一覧

. 、 - '

' ' マ ガ イ ソ ウ●生地 （鎌倉山 ） ,_, 全国●憎の9生の印生●
2 笹傘山 テ レ ビ堪 （畜沢） , _ ,  橿●咆区の=反●●の中核とな る 中鞄堪
3 洞●山●霞寺 （ 石内） ,_, ほ林吝の●初の末寺
4 水頁檜社 （石内） , _ ,  . 称 ： 鎮守鬼渥大●神
5 三島●神 （ 三島） , _ ,  加藤一波の氏神
6 五..― . 愛宕神社 （山際） c-, 加藉金兵衛の居禎跡

水 ; . ぷ紳.. (守万） c - ,  丹＂家の先●を供●する咆這
a 水原山結禎寺 （轡万） c - ,  木遣の子安●●像 · 三●咆汲●の一つ， ．．禰社 “ ノ 久保） c - ,  水●を一望する項内

原 w 仙台内莉●● （仙台内前） , _ ,  福島市●古の縄文邊●
" ●沼神社 （宮9下） c-, ニ柱のこ神体を配る
" 閣様石堪訂 （神●山） 0-, .. の●な斜●にある石堪●
" 宇輪台こ● （右●台） c - ,  しだれ桜董木と竪穴住唐の極2
" 秘倍鴻社 （上●谷地） o - ,  上遁谷地集這数戸の氏襦
" 八雲禰社 （上谷地） 0 - ,  通称天王さま
" 上不勧〇● （不軸莉） c-, 巨石9こ●刻の三十三●●●
" , .  山不重 "倉山） , _ ,  三条寮●の●
" ●鴻 · 雲神神社 "'ノ田） c - ,  ニ榊を配る
" 百●の夫繕桜 · 犠す""神社 （竹ノ内, c - ,  極酢約 aoo 年
⑳ 鰹王山立正院 （●夫●） c-s ●例の権児行列
" 信夫隠の●n 揖供羮培 （信夫●） 0 - S 恰綺あふれる●碑と交通の●所
" 庚中道 （伊藝） 0 - S  米沢街道と水原佑道の分枝
n 八丁目禎鰊 （愛宕( o - ,  ●国峙代の山減
" ●訪神社 （項訪山） o - ,  三つの日● （大鳥届�本殿の彫訊●訪山の桜）
,s 長澤山常口寺 （水●沢） o-, 子安●音と " 体の石仏•
,e ●訪山常光� (諏訪山） o-, 本山"只●宗宣生寺
" 天●山盛林寺（本町●●） o-, 伊遷政宗が膏建したお齊
" 鴫枷山言念守の石讀 （中町） o-, 巨大な石＂ が 3 体、 漸烹月弥陀仏の憤

松 匹 馬面赤浦届● （本町） o - ,  ●和 " 年に'"崎市尺●●へ移●
⑳ 秘位鴻社 （中町） o-, 岨内に●冶天皇の ご巡●記念"

川 " 原田山色光"町" , _ ,  木逢日弥陀如来出● （県指定●●文化財）
e, めがね橋 （天●桟) ,_, 空石檀工法 に よ る名清
SC 平●● （平●） , _ ,  松） , ,  三●の一つ
叫 天濤天神宮 （ 八丁 " a - ,  函●の匠の石工作、 大 き な常夜灯
" 八丁目盲本●● （本町） o - ,  大名●用の休慧 · •泊序、 閲札あリ
虫 肴• · 稟●神社 （青麻山） H 中凰の神●
e; 鳥●●世音言“● （石合町） 0 - S  三●八●の光芦●
改 六地既遜● （石合町） 0 - S 鼻州佑邁と1甘鴫街逍の分峡点
e, • 揖稿苔神社 （石合訂) 0 - 0  源吝家が霰をかけた と い う 巨石'° 土合●公園 i ●● （土合●I H 初夏のアジサイ小詑
" 天●石 · ●石 （梨木内 ： 隣石I a-, 蓄 ●石と言われた二つの石
" ●十 一 ●千千●世●苔● （●) o-, 斬●夫三十三観●札所
" 八坂褥社 ＇干． 閾( c - ,  き ゅ う リ 天王棟
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ガイ ドマ ッ プ掲戦の史跡 ・ 文化財等一覧

" ....... 怜..● 信,., , _ ,  ●逢者名の入った天井絵
" 芝鰤● '"鳥谷I ,_, 弘化 2 年の菱●如来●●膏只鯰化蕩

●谷"' " 八幅袢社 9 中田） ,_, 本殿●にある閲谷村免＃と置われる●●
（関谷I « 子安●● （約追I e - e  ●償夫三十三●●● " ●  "● 

" 苓民 · 惣左衛門供讐堪 9選下) , _ ,  亨保の 一 揆で●引された茎民の供聾堪
" ●石 9 か さ ね い し I (●石I , _ , . に関する伝承茫砧
印 宇佐八●鴻社 "'ノ蔚） ,_, ●●以北で唸ーのキ佐本宮の未社
" 船縞正●●● ""印) , _ ,  ●刻の三十三●●●の石＂
" "ぅ池蘊 ｛名宮I ,-, 足の悪い樟人が令納 し たお"の石灯●
" 八帷祐社（若宮） ,_, ●拝●に本駁●●の●＂を見るべし
図 富士浅閑神社 9神9●) , _ ,  樹● ,oo年のイ タ ヤ カ エデの古木
" ●沼神社（木F豹I ,_, 伊違政宗拝●の九隧紋

（心" i 却 カ タ ク リ ●生珀 9●) ,_, 約 ;o,ooo ●のむ生•
" 大日如来の道● 9板取） ,_, 台圧に 「右はあいた きへ左は田犬へI
邸 鮎滝訟•淋 （船●） H 住阿を●ぷ石丑の小●
" 応現太郎鴻社 （●横刃） H 祭""言代主囀、 浅"最古の祷社
oo 日歓慧．．歩邁 9浅"" H 涅食に よ る ＂武隈"'の奇右、 亡雙
" 田村●軍地戴霊 9浅,,, 金沢の賣岨鼠剛 '-' 向かい合っ た二つの●●●
" 成田山不●●"丸石) ,_, 成田山酌鰐寺の分霊
認 聖●●● ［平石I ,_, 三十三●●●の石仏
" 松」,,.件の （●子内） c - ,  列車転●●放、 ●.. 量●判決の記念
" 鳥沼律社 9色の前） ,_, 羽山ごも リ 、 十二算楽/I要鸞形民俗文化財
� . 淳山永仁. ,明内) ,_, ●万妖磁組の茎 · 天明の釦経餞死●慎嚢堪

（金沢, 1 " ●内•• · ●内●● 9黒内I ,_, ●合●"の地頭の躊跡
斡 ●方鉄沿組の● 9金沢●内 4 カ., ,_, ●末の水戸天狗兒の乱で●死、 損島灌coo皿
" 芳水の桜 （涵沢I c-, 池面に 峡 え る 逆 さ の桜
" "'仁の板＂ （立石I c-s •• 詑三〇●の梵字 市内最古の板碍
" ●奮● <+--●●世●吝●） ""前） M ●償夫三十三●奮第 , , .札""房当永仁寺）
" 箪守山這泉寺 (jt) c-s 本山lキ芥胃直の三井寺である
" 愚沼"社 ( ") M ●9ま恵,.. 大●算 と 格 し た
« xh武神江 " 向 ) 0 - ,  ●神を配る
" 妙見" 日 白 ） o - ,  馬の育成地
" 匹"" ノ 内I o-e 多 く の観音石仏
n ●●●子● 9 戸 ノ 内 ） 0 - S  羹蚕転●の●いを込めて"財●供

下 " 作場蘭仕神社 9佐久閏） ,_, , ●伏見切ら襴社の末社
" '  " 純野律社 · 勲野鯰● （●冶●山） o - ,  令納の句碑
崎 "' 金藷牛頭天王 '"'内） 0 - ,  本社"東●八坂の牛頑天王社

" 天溝宮縛 U邑田I o - e • 子鼠数育に力を注いた先生
" 大山不●● 9廷田) o-, 濠苓事が戟饒祈●
" 大神宮縛 U邑田I o-s 下川崎を一望する●●台
四 ●盲● 9泣田） 0-0 ●●から慈悲 を も っ て ●われる仏●
" 杉森"社の蘇澤讀 （上ノ 内） e - s  街道と●尺の墨史を店る訟●碑
邸 八帷祐社 （坂ノ下I H 澱義●が后を繋いだという桜の古木

至 水原

饉訓再発畏』
郭l.s�裂場前を運プを砂ょい

● 位置 刊： 神社

文 学校 卍 寺院

〒 郵便局 Lヽ 石碍 • 石仏

凸 城 ・ 誼跡 ● 公共施骰

.·. 史跡 ・ 文化財 ▲ 山頂

関I員の石堪料から●へ水厚' " を 濱 り o o o m »
と進むと高台に八●神社が見えて く な

●埠lょ定箋嗚尊 9 スサ ノ オ9 ミ コ ト ,. 加こ、 八
苔大" ' ヤ ク モ ノ オ オカ ミ 9 と熱田大神 9 アッ タ ノ
オオカ ミ 9 の 2 神 を 配 っ て あ る . .名 「天王●9
と も呼ばれて い る ．

● リ '""● 3 月 " ' に氏子に よ り 行われてい
る ．

羹や●●9こ"花モ モ が● え ら れ� ●先の花の季
節に「9葦やかな景色が受 し め る．

目 水原山龍積寺
9 寺万 C- 1 
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愛宕饒r;i.、 水原!II西闇の山地に延びた丘装 1::位置 本尊は史霰せ奮誓薩． 裕本山は長谷寿や 創立及びH晶苓
竺鳥明符1な水原字-鳥の竹林に あ り 竺鳥地区の し 寅l'!i 650m Ill北 200mrlJ規穫を事するせであ ＊原の守方地内 に あ リ 本均区(/JI日家丹野家(/J 1; 不詳であるが、残存すい邁＊極及び飩il1'.梵の軍51: 『元 ＊烹字脇 ／ 久保の高台に あ リ 霰甕は命 （ タ ケ 仙台内酌遥跡1な、 水原小学校(!)Iii約 600mに位

加藉家七軒の氏神と して轟じ られる小社である． る， 永禄年閤 ( 1 558-1 570) 「こ築被された加萬金 守 リ 地政と言われ、 延釦地菜〇が安置さ れ て い る , 11元年正JI ニ�)I_—l { 16 15 ) とあることから 七れ以F ミ カ ヅ チ J ミ コ ト） を 詑 る． 御神体f;:cl況 で あ も 言する． 昭和 62 年 ( 1 988) の発抵潤査で 浸文
違立は古 く 天文 ( 1 532~ 1 555) の代1;::遁るもので 兵の唐禎と伝えられる． 丹野家 と は 緑 も 深 く 霞家の内等である驚積等It の開割と撞定される． 耐＂中にに出した梵鐘にIt I宝唇＋ 本 寓 I t 字 慶 島 煎 の 杉 林 の 中 に あ る． 閉 治 2 年 •m草食1期の竪穴住居 1 棟と 平安閂代の竪穴住屈

出地開発1こ偏功のあっ た加藤金兵衛の守 り神であっ 中央郎分の西1l'1一帯が整の主札で、 名も保存状懲 蓄 此処にあ っ た と い う . 'f. 法印覧情J 117的） の銘があ1） 本灼偉渥紐こは 改it 1 1 869) 新官と し て分111された 水原神社 と と も に 1 棟 縄文閃代沖世i近世の土坑などが見つ か っ た
た と 伝 え ら れて い る． 御濤体1:古 く 伊予大三島明神 が良好である 丘院山JIの主郭を 中 心 と し た郭填を 童入道内ll)丹野家l;t、 ニ地 き っ て の 1日＊で広大 三年大真関遁」 1 1806) と配磁されている 昇格して村社と な っ た． 道路から百＆あ ま リ の長 茨 た 縄文謄ft草創期の石益を担作 し た あ と も 見
よ り 受けたものと貫われて お リ 木彫で尺余')の袖 コ

る．
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専りと し旧て丹夷野酪家寺叫と笠m寺ぷで

水
あ
原地

っ区たの
が い石段を覧 る と 広い埃内 に た ど リ 芍 さ そ こ か ら つ か っ て い る． 縄文閂代草創門の竪穴住居f;I.揖 島

付 き の立懺である． 衝 大山祇命 （オオヤマズ ミ ノ 10mほどある． 主吝！があった湯l!'iには愛宅祐社が祀 られている 幸院である 本霊に祀られている木遣の蝙會池貰菩艤 仔 は水原の東音！を 一望で き る． 神段は土蔵作 リ で拝 市内で 1ま母古のもので 年代澗定によ り 約 1 0 000 
ミ コ ト） と消石核が合肥されている心 られて い る． 加藉金兵衛の販ほを遷び、 地売亨もが こ の犀辺l;t、 水原文化の亮祥の 地 と 目 さ れ 五 安地直） lむ ば木市にある子合 (;; あい） ら覆と 同 じ 日 本 殿が偏 え ら れ て い る． 東 日 本大鰻災で基資郎分の 年 前 に 使 わ れ た と 考 え ら れ て い る、 住 辰 秘 1:

ま た 昭和36年に社殿を改築した尿 中から白蛇 明和 6 年 ( 1 769) に11立 したもので 訂遇交誓命 （カ く に 1;1字輪ぢ遺跡やB[iJ逍内遺跡があIJ 層辺 1こ 三体地度蒋の一つと誓わ几 子合地貰と縁の潔い兼良漏苓 石積が壌れたがすぐに修復された． 4 x 3.2 m l])大 き さ で 火 を た いた梼13.見 つ か っ て
が現われて11!いたが、 以酎か ら 臼蛇の絵Jllii が あ り グッチI ミ コ ト 火の神） を 記 つ て い る． 項在' JI は大日 如来堂や熊野碍社が正 られて い る 鶯専の符解地と よ く 似ているこ とからその分言として関 いない. :i;: 真の住宅の節に広がる畑が仙台内蔚遺
この三島閉祐に 1:守 り の白蛇がい る と噂されていた． 囲Ii竹杯と な っ て い る 瞼である ．

国 宇輪台遺跡 田 稲荷神社 固 八雲神社 困 上不動尊堂 Ill 日 向山不動院 田 風神 ・ 雷神神社

9 右輪台 C- 1 9 上遺谷地 D- 1 i ..l: 谷地 D - 2  9 不動前 D - 2  9 日向山 D - 2  9 熊ノ田 C - 2  

水隕地区の●●、 ●かな山璽の選山の一急 に あ
る ． 不動明王 を 祀 リ 、 2の綱囲"ある●●にlえら
れた三十三霞畜は膏名である．

●立年号"不明で あ る が、 元和 3 年 , , . , ,, .
復 と 記 さ れ て お リ 、 江芦H代初期 ま で 遡 る と 息わ
れる·

三十三観膏は岩駐9こ●られ、 風9ヒ して碑文も定
かでないが、 近年、 線"の也の潰9こ●号 を 期 し た
プレー ト が立て られ、 ●拝宮に賓ばれて いる·

天明石

忍二
I[,] 仙台内前遺跡

9 仙台内前 C- 1 

総山9よ●●の國颯●でご本尊は不..,王 （ 五大剛
王、 八大剛王の主●仏 9 である． 天台宗の寺.. ●● 
天皇の●代、 "" " 年 " ' ' " 内山に顧＆されたと
伝えられている．

和 5 年 ""'" 湧頂● 9 八●す..亨の父 9 が堕
●守と し て●●の安倍●団 貞任遣討の際、 日 膚山の
ご木.,こ●●£祈籟し、 その加喪9こ よ リ "'平定する
こ と がで き た． 傾•はそ..●灼たかなる仏 と し て こ
れを崇め●り 、 浄財を喜控 し て 日 肉 山不動5を●立し
た． それ以●現在に空るまで近●の●.. の人々は●
●公撓山の不鉦院 と し て 信仰心が蔦く 、 芸崇 している，

本工の入o,こ掲げて ある 「不駐院」 ..板" 三●
実興の苔であリ 、 原本が大切に●●されている

i"
⑲
 

● 松i'IU仕所
〒 松川

郵便局

松"'西邸に位置す る 詑 9 田集藩の裏山 （熊 ノ 田
山） の頂上付近9こ珍し い奮神、 鼠樽を配る"社が
あ る ． 問口二間 <Hm> 、 鼻行三問 >s•ml の木
・官で、 熊 ノ 田 · 仲 9 内集落9日 ● だ け で 講 中 を つ
く リ � 当●制で費速運営 し て い る · " 軒あった講
・は現在では . . .になった。

音 か ら ｀ ・只●仰 の 中 で、 ● と ●● に よ る被•
が一●恐ろ し く 、 冨囀 · 圃撼 を 祀 る こ と に よ リ ●
害9こ邁わな い よ う に祈● し た も の で あ な ●の姿
風と 、 夏の日の発生す る 店期二回、 台置の発生す
る口の終わ リ に ［伝民 に従って ● リ を 行 っ て い る

� 

一
こ の ガ イ ド マ ッ プは 、 橿島市役肝如((文M·学習セ ン タ ーの門の●（こ （松" '地区史跡· 文化財案内板"上

記） が設置 さ れた こ と に伴い｀ そ れ ら文化＂算の解鋭 と 場所を案内 し 、 ● く の町民及び来訪薔の便宜を
固 る も の と し て 作成 し ま し た． 案内板に記さ れ て い る " か所の他に｀ 各地区 に あ る汽重な神社 µ 仏溢
景観等 を 加 え、 併せて " ●所の案内を行う も の と な リ ま し た．

C一覧表に（●●" と共に、 一書の笞徴等を記●し 、 峯 し め る も のに し ま し た ．
0水原 · 松) ( ( · 金谷川 · 下川靖の順（こ●号 を つ け ま し た．

（）地図（こは、 上下団檎に記号暑号を付けて対象樟設を探 し 易 く し ま し た．

〇全て会員が現地を●査 · 欧9才し 、 写真●の●彩を行い、 ●説文 を 記 し て い ま す．
没神社 · 仏堂等に よ っ て は、 参道や周囲が荒れて い る場所も あ リ ま す． 行 動 し や す い●攘や靴を屈いて

参揮 · •学 を し て く だ さ る よ う お願い し ま す．

◇●肴文献等◇
下記に紀した書謁の（まか 多 く の書筵文煎を参考に し ま し た．

〇松川町之文化財 C八rn● C松」（ （の伝承と方言 Cふ る さ と●訪 こ：心の文化U
O●●の も ら の滋 C小学校の m o 周 年記念註● （ 各地 区 ） 、 福島市総合討函後期基本針函 （ゑ力‘

作成 わ公'"町文化財保存会
協賛 わ公'"町観光は会／松'"町面工会／松川町●工会育年郎／福島松' " ラ イ オ ン ズ ク ラ プ

松'" ま ち づ く り 委員 会 " /金谷"'活性化委員会 " /活性化集団水原 " /下川崎地区町会長会
濯烏 • 松川八丁a布湯町 ' " " ,0 " " コ ミ ュ ニケー シ ョ ン（ 交汲企囲実行委員会

協力 ： 福島市教育委員会

-漕|昂;晶,__
松'"·"、 福島市高嗜の丘陵地に あ リ 、 西には笹●

山 な ど ,oo メ ー ト ル訂後の 山 が連な リ 、 そ の 壁 か ら 水
● ' " が 町 の 中 央 を 賣西 に流れ日武●川 に 注 い で い ま
す． 交通"、 ●遺 4 号、 東北縦貫自動車邁、 そ し て J
R東北本繕が南北に縦断し 、 松JI [駅、 金谷川駅、 松"'
ス マ ー ト I C が交通の拠点 と な っ て い ま す·

．．かな●黙と花咲く町
4 月 "カ タ ク リ の花が• く と 、 すぐに金沢の芳水の桜、

鞍挽秘西の し だ れ桜、 詞訪山の桜、 西繹の夫蠅桜、 右輪
台 の し だ れ桜並木と松' " の 町 ● が桜の花であふれ ま す．
下川綺の●●内沼の桜も あ リ 、 また美由団地では由地の
料聞い っ ば い に 咲 き 誇 リ 、 下の道路" ま さ に花の通 リ と
な ，） ま す．

5 月 "水原のクマガイ ソ ウの●ま つ リ 、 7 月 は土合●公
●のあ じ 0 い小●と続さ、 あ じ 0 い小●では ［松［ ［と花の
●内人」 が松'"の●史と花の●内の活動 を し て い ま す．

県貨定名●及び；；む忘む曰お諜、 市捐定れ得喝

地元●のそば粉で打つ●八そば
水●Il l沿いに広がる 田●民景 めがね撮の●景色なと、 四
章を通して●しい日然に囲 9れています．

・歴史と伝観行事
市内最古の む ら 跡 と い わ れ る仙台内酌遠● を " じ め

と す る 多 く の....、 耽国埒代の城跡 「八丁目城跡」 、

江戸日代9こ晃展した奥州街道の主響な虐場町 「八T目
●J 、 そ れ ら に閲遵す る 各 く の 史 跡 · 神社仏閣な ど が
松川の区史を応 し さ せて く れま す．

そ し て 東●五町と八町連ふン併してB台の提灯山車
が諫 リ 歩 く 松JI[提灯祭 り や、 金沢の黒沼"社で行われ

て い る●指定重●焦形民俗文化財の羽山ごも リ 、 ●指
定の十二神楽などer.ぷ右事があ リ ま す．

西光寺には県指定重要文化財 「木遣阿弥陀如未土湛j
が本尊と し て 安 置 さ れて お り ま す．

． ．ちおこしイペン ト
盲場町交漬フ ェ ス テ イ パル、 "ー ラ ル · ジ ョ イ ン ト

コ ン サ ー ト 、 ク マ ガ イ ソ ウ の 星 祭 り 、 あ じ さ い小路、

新そば祭り 、 に ん じ ん 祭 リ ［収穫感謝祭） な ど 地墳を
活性化 す る イ ペ ン ト が各地で行わ れ て い ま す．

-.-
.... .--:.c.--h--.... 

狼ヶ森のパス停から餃平方面に ' · " "種進むと
クマガイ ソ ウ g 生均への入 リ ロ に●＜ ． 広い駐車湯
がある． ク マ ガ イ ソ ウ は ラ ン科の多年葦で●nほ値
の高い軒●のために●●用に●●され日生地が激減
し て い る． 哀9省の絶減冠● " ●、 濯島県" さ ら に
強い絶紅. , ●に指定 し て い る． 広 く 紐生 す る 自
生地と し て は、 水●を含め全国でわずかしか●認さ
れな く な っ た．

屯元では、 水原の ク マ ガ イ ソ ウ を守 る た め 「水原
の日然を守る●」を設立し 、 「 クマガイ " 'の璽笠リ」
を 問 ● し て 桑 り の別問中だけ一般公開を して い る．

8 洞雲山泉龍寺
9 石内 B- 1 

天涵桜の う ち 1 本"、 天正年閏 ,, .,,_, ,.., に
●●政宗よリ桜の●木9頂いて匹水●●"社に鬱えら
れたものと伝えられて き に 近年 ●元の天嬌桜を守
る会が●木医に潤査●定 し て も ら っ た と こ ろ、 搾定街
●が »HOO年と捻断された． こ の こ と か ら こ の桜
は " " 年渾●●が臭州行伐の折に霰地千軒の大●●
●遇過し た●、 集落の北百の場に口竺する '""●荀
埠社」 にその成●＂名と神に対する心"を込め、 神社
操内の冑に 「 し だ れ桜J を女、 北9こ 「え どひがん釦
を舅の夫●に見立て て植えられたという冨い伝えが天
蝠の●●と して有力●されている'

なお、 狐水幅●●社の●●、 勧頑年月"不●である
が倉蝸魂荀 " " ミ タ マ ノ ミ コ ト） を 祀 り 、 八丁日
竺偽の一つ と し て 慨心 さ れている'

●森山）よ●亮 omm 、 松"'で最 も 高 い 山 で あ
る． 昭和 " 年 '"""こ " ' " テ レ ビ中絨所●
設 の た め 9 ●●9ご よ っ て 約 S > mの筏姦山道●が
●られ、 翌詔和 " 年 '""' に遵設された " '
を は じ め、 今では民放の テ レ ビア ン テ ナ が林立 し
て い る．

三角点は、 北西の ' " の パ ラ ポ ラ ア ン テ ナ の
あ る 山頂． さ ら に そ の北の o,i mの山頂"羽山と
印ばれ｀弘化 2 年 """ と記さ れた石の● が あ リ 、

かつて東北の各地にみ ら れ た 羽山償仰の名残 リ が
あ る．

本尊r:釈遁年尼仏 嘗渭寒の;;�で あ る． 石内 長い石殿を昇ると真斬しい社殿があ る． 東日本大霞
の高所に あ 1） 山 門 と 六角＝階の菫楼が際立 っ て 災によ り 石灯ミが日攘し 翌年襖直によ •J社殿が日壌
い る ． ＊山 は濯井県の氷平寺． 当 疇Ii弘治 3 年 したため、 氏干に よ り 建て替え られた 大日零口命 （オ
1 1 557) 当地の変宕釦が愈主 加藁盆兵衛之尉基級 オヒルムチ ノ ミ コ ト 天黙大檜<'l!I名1 を配る 追立
が、 山際地内に七千渾に及ぷ広大な墳内 を設けて r: 永正 (1 504 ~ 152 1 )  ,;:, 蓄に選る と さ れ る． 加藤

「一陽峰泉漉寺」 を 創 立 し た． 斑下，，，兵士や住民，，， 童
tf

兵
、

樟畜社
が

は
水愚原聾f1！か"1ら

山丑際と
に寅鰐，，，鴛悶を供（北

え東ての頌方主角
と
）
な

い
っ た

わ
宣を屈l1) る ため' '卜出1JJ瀑林寺第三世観石痢察押 ゆる鬼門［こあたるので祈騒所 冴渾檸社 1こ餡験哀夫：和 尚 を 檸 鵡 し て 建立 し た も の で あ る． 当辛第三世 院法院 ｛営侶1 を任命して I奴守鬼濱*l!Jl檸J と改ぬ
の代、 台風に よ り 堂堪如董が長1壌 し た が 宝* 2 11; 米田と して 宮田地内の土地：：反三酌を寄逢した． 神
年 {1 705) 現在の石内地内に再建された． 社は剛治 2 年 {1 869) に水質神社と 改名 さ れ｀ 珀租

改正によ1J富田の字は石内に改められた．

田 関根石塔群
9 神明山 C - 2  

＇ 
士湯街道!Billの宮 ／ 下地区の石段を 昇 ＇） つめた 閾櫂の神叩山にある． かつては土湯遍絡沿いにあっ

丘虔 1こ鎮圧す る · *花,1111頁9矩命 に】 ノ " ナ ノ ザ ク たが、 道路改修によ リ 高肝に移された
ヤ ヒ メ ノ ミ コ ト ） を 祭神 と し て 祀 っ て い る． 鋼神 ＊小燕数の石堪があ，) その主なもの 1ょ 五磨 1 2
額には臼朗社 黒；；；褐 社 と 併 記 さ れて い る 岱l達 'f: (1 76'.!) の寓烹J,f'JI陀仏、 文政 1 1 if. 1 1 8:.?61 '7J 

の年代は不詳 で あ る が、 曾 1が事甲 山 の 中 腹 に あ っ 天恵皇太祐し 地費籍 1年蔚不"1) Ill和改元 (1764)

たが土均所有名が変わ っ た た り こ の地に遷座し の
の稟涵納鰻万山蓄等供が餐あ

及
リ

び稟捻納
1こ百,J書ヽ塔供が薫多 く

文
建

久
て

元
ら
年
れて

(1
い
86

る
1 )

． 
た． 石J&(!)左右し 嗜 内 に は包看に よ り 多 く の石堪 中に逼葦烹，，，等身大の地讀があ り こ れは怪僭木食 ｛も
が立て られて い ふ 石設、 社殿の閾ii!ll;J宮 ノ下花 く じ さ） 上人にかがわる伝承がある ら し い．
の島公圃 と し て手入れ さ れ て い る ． 笑 内 か ら は水 ;:::m場万ー名は神叩檸社C崎でもみ じを11杜し 「神
頭地区が 一 望で き る 叩もみ じ山」 と し て将来の公日化を El 搾 し て いる． こ

こから：こ吾要小富士をパ ッ ク に水原切区が一望 で さ る．

国 西郷の夫掃桜 ・ 狐水稲荷神社 回 匪王山立正院

9 竹之内 C - 2  9 信夫隠 D - 3  

糾●●●●山中で壱百日の荒行を体● し た 日 透上人
9矢吹●●'"●和 4年""" こ の地にたどリついた．

そ して昭和6 年法彙逼●を開設して法●寒の守粽と
なる． 沼和 " 年 8 月 には守喜を立正咳と改比 当轡
ばこ<C・訂の鬼子母草神を配る こ と から●●者からは
頃川の さ し も じん」 と崇められてじる． 昭和so 年4
月 に環在の本三の落成大法●が行なわれ、 その年に再
●された帷児行列"、 ●年 4 月 ,. 日に行なわれ、 町
内のますや棟慧から約 " キ ロの遭の リ を 一度も爾
に●られる こ と な く 現在9で続いて い る と い う ．




